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The purpose of this paper is to establish the global outline of the Boreal and the

Early Atlantic culture-temprature correlation.

5. The early and middle Boreal (7.9-7.1kaBC) was under臥lCtuant amelioration

toward the B. hypsithermal (7.1-6.6kaBC), Po】arward shifted midlatitude high pressure

began to dessicate northern Sahara, but newly rained warm grassland in the southern

part attracted immigrants. Preceramic meditteranean farmers climbed the gorge of the

overwarming Lift Valley to di飢1Se over the cool Fertile Crescent and a part of their

descendants further emmigrated in B.H. to cooler upland steppes, especially to central

Anatolia whose copper resource accelerated the Crescent's chalcolithization. Monsoon

development moistened continental South Asia to accomodate microlithic Iranians,

eastern Central Asia to allow the East Asian ceramic-neolithic penetration, and central

and northern China to initiate o77Za agriculture.

6. The Early Antlantic opened with short but rapid deterioration which was followed

by persistent臥lCtuation (E.A. interhypsithermal : 6.6-6.2kaBC), and by the E.A. hypsith-

ermal (6.2-5.6kaBC). Midlatitude desiccation transferred the Saharan economy from

ashery to nomadic stock rising, forced the Mesopotamian craftsmen to produce the

painted wares of higher exchange value to meet their own subsistence demand, and began

to force the Mesopotamian population to concentrate into the lower and irrigated areas.

Ameriolation gave impetus to ceramic-neolithization both in the Black Sea-Donau areas

(their copper resource drawing mediterranean migrants) and in lran-southwestern

Central Asia, and to incipient setaria agriculture in northern China.

Discussion is summarized as ; (i) tmigration'in this paper is the time-area bound sum

total of individuals'movement, is motivating factor for acculturation and is critical

countermeasure against fatal crises, (ii) the earliest microlithic industries were technolog-

ical response to the glacial reduction of pebbled riverbeds, the main suppliers of stone
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tool materials, and Gii) in the early Holocene the natural size reduction and species

diversification of ameliorating faunas paralleled the tarchaic'hunting strategy, nonexis-

tent was the coastal.伝he7y dependency for which archaeological evidences were eustatic

incidents (older and lower sites having been demolished), the polarward migration of the

species of intensive gathering, when human-assisted, evolved itself to the incipient

agricuture, an achievement having experienced an intermediate millenium, and several

mammal species offitted ethology were polygenetically domesticated as husband7y

livestocks.

はじめに

5.ポレアル期

6.早期アトラソティック期

おわりに

は　じ　め　に

前稿(佐々木, 1999)に続き,本稿ではBoreal期(以下``B" : 7.9-6.6kcal. yrBC)(1)

と早期Atlantic期(以下"EA" : 6.6-5.6kaBC)の諸文化を気温変化と関連させて記述す

る｡ B ･ EA両期はAtlantic期後半の大温暖期にむかった一様な温暖化期ととらえられがち

だが,それぞれ前半の不安定期(B前中葉:…emB", 7.9-7.1kaBC, EA ｢間高温期｣ :
"EAih"(2), 6.6-6.2kaBC)と後半の高温期(3) (hypsithermal,"BH" : 7.1-6.6kaBC,

"EAH'': 6.2-5.6kaBC)に二分できる｡高温期には一般に各気候境界が極側･高地側に移

動し,広い地域で海洋の影響が強まったが,逆に乾燥化の進んだ地域も少なくなかった(4)0

B/EA境界までは巨視的な温暖化が続いたが, EAihには気温水準が不安定に変化した上に,

高温期(BH, EAH)が長くなかったので,高温環境は定着しなかった｡

5. Boreal期(7.9-6.6kaBC)

先行期の続晩氷期的水準から完新世中期の間氷期的水準-の移行期だった｡ EmBの気温

水準の不安定な変化(5)のあとに急激な気温上昇があり(6), BHが始まった(7)0 EmB初頭の海

水面は20C海水面より約25m低かった(海津, 1994;p.213)が, BHを中心にした上昇が

あり(8), B/EA境界の海水面は20C海水面よりも約10m低い位置に達した｡

(アフリカ)

現サ/､ラ地域では当期中の温暖期には南半で,短かった寒冷期には北半で山地性の降水量

がやや多く,晩氷期以来の有土器文化人口を支持しっづけた｡しかし西部で先行した高温砂

漠化の進行がサブサ/､ラアフリカと環地中海諸地域を分断し始めた｡温暖期中にサ/､ラ南側

の温暖草原(以下S C草原: SOdan-Chadの略)が拡大し始めた.高温期に北上してサノ､ラ
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北東部に接近したS C草原にむかう拡散をBHに開始した(高温砂漠化の遅れた)サ-ラ

北東部系有土器系化人口がBH以降の完新世サブサ-ラの諸文化人口の重要な母体だった｡

後述のサ-ラ北東部の有土器文化人口と同じく,山地性降雨を集めて発達した内水面系での

漁捗への依存度の高かったS C草原への拡散人口は生活域を少しづつ拡大させつつ,豊富な

草原植生からsorghum属等(Harlan, 1993;p.54)の穀物種を選択し, BHには

(Wasylikowa et al., 1997 ; pp.936 ･ 938)サブサ/､ラの他地域では実現しえなかった(9)農

耕文化形成-の道を進み始めた(10)0

(環地中海地域)

B初頭には肥沃な三日月地域の一部に限られた地中海農耕民の生活地域はB末までにギ

リシアからイラン西部に至る地域に拡大した(Ammerman & Cavalli-Sforza, 1984 ; p.6)0

B初頭には地溝帝大低地に限られた地中海農耕適地が温暖化とともに極･高地(ll)方向に拡

大した後を,時間をおかないで(106)追った初期農耕民の生活地域が拡大したとも表現できる｡

当期の環地中海地域では巨視的には地中海農耕民生活地帯の周囲の広い地域に草食晴乳動物

を高度に利用した(Geddes, 1985 ; pp.42-43)細石器文化人口が生活し(12),その外側には

多様な中石器文化(13)人口の生活地帯が鉱がっていた｡

肥沃な三日月地域では先行期の地溝帝大低地で展開した初期農耕文化の人々の(子孫の)
一部が地溝帯崖上のステップ地帯に拡散し始め(De Vries, 1991 ; p.259)(14),東地中海地

域でも,やや遅れて北部メソポタミアでも,農耕依存度の高い人々への狩猟動物加工製品供

給を重要な機能とした遺跡(藤井, 1986 ; p.70)の形成された地点が多かった｡しかし北部

周辺地帯でemBに(山)羊飼養が普及し, BHに牛飼養が始まると,農耕依存度の高い地

帯でも動物加工製品自給度が高まり,狩猟依存人口が消滅して,東地中海地域から北部メソ

ポタミアにかけて,連続的な農耕一牧畜文化地帯が出現した(古山, 1982;p.51)｡器厚の

ある低温焼成土器の製作使用が始まり(Copeland & Hours, 1987 ; p.404)(15),北部メソポ

タミア･アナトリア･アルメニア境界地帯の黒輝石･自然鋼などの長居巨離交易の展開も開始

した(16)｡南部メソポタミアでは農耕依存度の低い周辺的人口が先土器定住村落遺跡を残し

た｡

BH初頭の肥沃な三日月地域ではやや急激な高温化に続いた高温環境の定着に対応した北

接高地草原(17)への移住者が増え,北部メソポタミアでは遺跡形成が一時的に停滞した(18)｡

しかし器厚のある低温焼成土器の彩文土器化が開始するなど(19)の技術革新があり,後続期

の発展が準備されつつあった｡南部メソポタミアでも牧畜と特に農耕への依存度が上昇し,

土器の製作便周が始まった(20)0

地中海諸地域ではアナトリア高原で目立った発展があった｡同高原中央部の草原地帯では

乾燥化が進んだが,降水量の増えた海岸山地から(鹿島･松原, 1975 ; p.141)流入する水

量が増えて晩氷期的湖沼系が活性化し(成瀬, 1996 ; p.194),自然濯概面積が維持された

(Fontugne et al., 1999 ; p.585)｡アナトリア高原中央部はemBには牧畜依存度の上昇し

つつあった(本郷, 1997;p.122)後進地帯だったが, BHには北部メソポタミアの高温乾

燥化を避けた農耕民の流入があり,地域的文化が発展した(21)｡アナトリア高原は銅資源に

恵まれ(事業団, 1975 ; pp.82 ･ 83)(22),晩氷期以来の自然鋼利用伝統があった(Gates,

1994 ; p,252)から,肥沃な三日月地域との交流が増大すると,同地域への鋼供給量が増大
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して,メソポタミア文化の金石併用化を加速した｡

北東サ-ラでも高温化により蒸散量は増えたが,内水面系水源地帯である回帰線下山地で

の降水量が増大し(Fab一e & PetiトMaire, 1988 : p.146),内水面附近での生活条件は悪化

しなかった(Wetterstorm, 1993 ; p.182)｡ EmBには先行期以来の先農耕文化が続いた(23)

が, BHには内水面周辺に限られた生活条件の好転があり,オオムギ等の遺存体(24)の出土す

る新石器文化遺跡が多数地点で形成された(Close, 1990 ; p.79)0

北東サ-ラと肥沃な三日月地域(東地中海地域)の間の前者の(微)先行した型での晩氷

期以来の文化的関係の正確な理解は環地中海地域の土器製作技術の地域的発生(15),ウシの

家畜化(24)等の重要課題を考える上でも必要不可欠である｡両者の関係の正確な理解には両

者の地理的中間にある下エジプトでの当該期遺跡の発掘調査が必要であるが,下エジプトの

lower deltaの堆積は新しく(春山･大矢, 1987 ; p.68)(25), upper deltaおよびそれよりや

や上流では古い遺物の包含層は新しくて厚い堆積におおわれて(26)人間の目に触れにくいか

ら,両者の関係を確定するのはほぼ不可能だろう｡

地中海沿岸のその他の地域では-都島興でも中石器文化遺跡が形成されたが,当期中に中

東部地中海鳥喚(Watrous, 1994;p.699)および(アナトリア半島等を含めた)中東部大

陸沿岸で先土器新石器文化遺跡の形成が始まった(27)｡地中海の海上移動は潮流･卓越風の

決定した地域差(28)を長い間克服できず,後進的だった西部地中海岸では当期から非細石器

的貝塚遺跡が形成され始めたにとどまり,マグレブを含めた内陸では細石器的要素の強い諸

文化が続き(Clark, 1983 ; p.10, Price, 1983 ; p.765), BHには高温化に対応して北接す

る大西洋地域南部に地中海西部系細石器文化の諸要素が拡散した｡

黒海地域では細石器的でないことの多い中石器諸文化が一般的だった(Whittle, 1985 ;

p.6)｡しかし,地中海地域東部ではBHの高温化に対応した極方向成分のある農耕文化拡

散速度が大きく(Ammerman & Cavalli-Sforza, 1984 ; p.55,fig.42),農耕文化前線はド

ナウ下流･黒海西岸に少なくとも接近しつつあった｡温暖化･多雨化で条件の好転した黒海

北岸(Kremenetski, et al., 1999 ; p.1201)に当期末までに農耕文化が波及したとする所説

に注目すれば, BHのドナウ下流域･黒海西岸で細石器文化と並存した(Miclea&

Florescu, 1980 ; p.6)周辺的定住文化(Whittle, 1985 ; p.22)の農耕依存度をやや高め

に評価する必要があるだろう(29)｡

大西洋地域南部では先行期および同時期のイベリア半島内陸諸文化(Lubell et al., 1994 ;

p.203)と連続的な細石器文化が展開し,高温化に対応して同中北部に拡散した(30)｡森林発

達の遅れた氷河湖沼地域では後期旧石器文化を母体として,漁拷依存度の高い固有の非農耕

定住新石器文化が形成され,温暖化に対応した北東方向の移動者の流入を示唆する細石器文

化要素を次第に増加させながら, BHには極方向-の拡散をみた(Rimatiene, 1992 ;

p.98)｡ヨーロッパでの当期の高温化の影響は,後続期以降とは異なり,ステップ地帯を経

由した移動が主体だった黒海地域よりも,発達しつつあった森林地帯の小草原を採集狩猟民

が飛び石づたいに移動した大西洋地域で顕著だった(31)｡

(アジア)

イラン(32)では先土器状態が続いたo EmBの西部では肥沃な三日月地域の周辺に多かった

遊牧的文化(Voigt, 1988 ; p.624)が,東部では先行期と連続的な細石器文化が一般的だ
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った｡ BHには高原での農耕条件が好転し,西部では肥沃な三日月地域からの移住者の増加

が加わり,農耕依存度が上昇して定住的遺跡が形成され(Hole, 1987 ; p.82)(33),東部には

遊牧民文化が拡散した｡

南アジアではインド洋の影響が強まり,大陸部内陸でも季節風が降水量を増大させ

(Gasse et al., 1996 ; p.83), emB中から(Agrawal&Kusumgar, 1973 ; p.61)晩氷期以

来の乾燥状態が改善され,イラン東部から細石器文化人口の流入が始まった｡イラン東部系

細石器文化は大陸部の広い地域でインダス文化期まで続き(Dani, 1988;p.10),森林

(化)地帯を含めた各地への拡散を開始したが,当期はもちろん長期間にわたって生活密度

は低かった｡

中央アジアでは一般的には,海洋の影響が目立って増大せず,晩氷期以来の細石器文化が

高温砂漠化傾向に適応しながら続いた｡ BHには南側ステップ酉半の西よりではイラン東北

部と連続的な環地中海型の周辺的遊牧文化が拡散した｡北側ステップおよびその北側の北ア

ジアでは幾何学細石器の製作使用はなかった(Okladnikov, 1990 ; p.60)が,南接諸地域

からの移動者の増大を示唆する石器の小型化が進行し,当期末までに細石器的文化に移行し

た(Vasilev& Semenov, 1993 ; p.220)｡南側ステップの東南半で多様な様式の東アジア系

土器の製作使用が始まったことは当該地帯では太平洋の影響が強まったことと並行的だった｡

東アジアでは中国中部の(沈水)海岸を中心にした温暖諸地域に晩氷期から展開していた

先農耕有土器新石器文化(34)が温暖化に対応して極方向に拡散し(35),多雨化した中国東北部

でも新石器文化遺跡が形成された(36)｡海洋の影響が増大し多雨化した中国南部の内陸地

帯(37)でも先農耕有土器新石器文化が形成されはじめたQ BHには湖南省で073)Za Satiuaの

殻が普遍的に検出された遺跡(襲･菅, 1990;p.20, 28,陳& Hedges, 1994;p.94),河

南省で自生を考えにくい073/Za. S.のプラントオパールの検出された遺跡(iE文明, 1997 ;

p.71)が形成されたから, BH (まで)には07γZa S.の集中的利用が農耕に移行したことが

確実である(38)｡しかし森林形成と並行して,森林中の小草原に拡散した東アジアの有土器

新石器文化の生活地点では,一般的には農耕依存度を上昇させうる充分な面積の草地の不足

をはじめとした諸制約があり,竪穴住居等の各種遺構を検出する遺跡を残しながら,作物を

作っていても採集･漁拶･狩猟依存度を低下させられない状況が続いた(39)｡

北アジアでは中央アジア北側のステップに北接した大部分の地域でち(前述),太平洋に

面した東端でも(Okladnikov, 1990 ; p.63)温暖化に並行して南接地域系細石器文化が浸

透した｡

東南アジアでも海水面の完新世最高水準接近に対応した貝塚遺跡の｢みせかけの発達｣(40)

があった(Bellwood, 1992 ; p.87)｡インドシナ大陸部では中国南部と連続的な東アジア系

土器の製作使用が始まった(Yen, 1977 ; p.591)が,同半島部では準新石器文化遺跡が形

成された(川名, 1999 ; p.25)｡ Sundalandが沈水して孤立した諸島興では動物相の変化

(個体の小型化,狩猟圧の加速した個体数と種数の減少)に対応した植物食依存傾向が生じ

た(Bellwood, 1992 ; p.84)｡最終氷期中からSundalandの基本的文化の一つだった剥片

石器文化(今村, 1999 ; p.21)では石器の小型化が既に進行しはじめていたが, BHにはイ

ンドネシア東南部島暁で細石器文化に移行し,後続期にインドネシア各地およびニューギニ

アに拡散した｡フイ1)ピソでは東アジアとの往復航路が長期間成立せず41),インドネシア
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東部島興と連続的な剥片石器文化が長期間続いた(坂井, 1988 ; p.272)0

(オセアニア)

ニューギニアでは高地の有豚(先土器)農耕新石器文化(Golson, 1977 ; p.613)(42)の発

展が続いたが,熱帯病の多い低地での生活をできるだけ避ける傾向があった(43)｡高温化し

た低地での生活を忌避する傾向がオセアニアの-クメネを一時的に縮小した可能性もあ

る(44)｡オーストラリアではYork半島で熱帯森林形成が進行し(藤原, 1990 ; p.24)(45),内

陸では高温砂漠化が進行したが,後の沈水地帯を含めた海岸, (後に消滅した)大湖沼･河

川の周囲などの食糧資源の多い地点(46)を比較的少数の人々が移動して遺跡を残した(Flood,

1983 ; p.185)0

(北アメリカ)

晩氷期以来の有溝尖頭器の製作使用が廃絶し,各種の特徴的尖頭器を指標とする地域的文

化が発展した｡植物生産量の少ない乾燥地帯では狩猟依存度の高い文化が発達し,他に効率

よく獲得できる食糧資源のなかった地域では狩猟方法の改善もみられた(Frison et al.,

1986 ; p.352)が,一般的には漁扮(47)と植物食採集に依存する傾向が強まったとされるo各

地で地域的植物食資源の集中的利用が始まり,メキシコ高原でもメイズ農耕にむかった植物

食資源利用が始まった(山本, 1993 ; p.9)が,本格的農耕文化の成立には後続期以降の長

期間を要した｡

(南アメリカ)

森林の発達した地域が広がったが,森林形成の進まなかったブラジル高原(Schmitz,

1987 ; p.71) ･ Pampa (Orguera, 1987 ; pp.359･360)等を中心に先行期･後続期との連続

性の高い地域文化が展開した｡中南部アンデスでも当期中には大きな変化がなかった

(Aldenderfer, 1989 ; p.135)0

6　早期Atlantic期(6.6-5.6kaBC)

多数地点で確認されている6.6kaBCの急激な寒冷化(48)のあとに気温水準はやや高いが不

安定な変化が続き(EAih : 6.6-6.2kaBC)(49),再びやや長い安定高温期(EAH : 6.2-

5.6kaBC)(50)に至った約千年間を以下で扱う｡海水面はEAih初頭には20C海水面よりも約

10m低い水準にあり, EAH末には5m強低い水準に達した(MOrner, 1976 ; p.74)(51)0

(アフリカ)

EAih初頭の短寒冷期を除けば現サ/､ラ南半山地ではほとんど一貫して一定量の降水があ

ったが,同北半,特に西北部での乾燥化が著しく,サブサ-ラアフリカと環地中海地域の分

断がさらに進行した｡現サ-ラ南半以南のS C草原では短期間だったが急激だった期頭の寒

冷化を契機にして,先行期の漁拷依存から牧畜依存への移行があった(門村, 1992 : p.81)

とされるが, Sorghum等の作物化もさらに進行したのだろう｡ SC草原よりも南側の諸地

域の後期石器文化の細石器化(Mitchell, 1994 : p.90)は同時期の東南アジア剥片石器文化

の細石器と同様の独立発生的現象であるよりは,サ-ラ細石器文化人口が気温変動の反復過

程を通じて南半球にゆっくりと浸透した結果だったのだろう(52)0

(環地中海地域)
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肥沃な三日月地域ではEAihから彩文土器の製作使用が始まった｡東地中海地域北部では

非彩文土器の使用が一般化した(DeVries, 1991 ; p.259)が,北部メソポタミアではEAih

初頭を大きく遡らない時期に焼成のよい明色軟質土器に彩文を措いた移行的土器の製作が始

まると,先史学的短期間に彩文土器の高度化(53)が進行した｡彩文土器の急激な高度化の背

景には利器原料等を遠隔地から輸入･確保し,ステップ地帯の自然濯概農耕で発生しやすい

少雨年の不安定な生活を克服する(54)には広範囲の交易を維持する必要があり,重要な｢輸

出品｣だった土器の附加価値を高める技術的改善が続いた(常木, 1997 ; p.93)ことがあっ

たのだろう(55)｡濯概農耕が始まって,入殖者が増加したことを推測させる定型的住居のコ

ンパクトな集合遺跡の形成された中郡メソポタミアでは温暖･高温環境下の農耕の不安定を

回避しやすかったのに対し,北部メソポタミアでは牧畜とともに交易に依存する必要が大き

かったことが土器製作技術を急速に発達させた可能性をここでは強調したい(56)0

EAHには東地中海地域南部でも土器製作が始まった(Gopher & Gophna, 1993 : p.308)｡

同地域北部ではEAih以来の非彩文土器の製作使用も続いたが,北部メソポタミアのHalaf

土器の使用が拡大しはじめた｡北部メソポタミアでは乾燥化の進行に対応してHalaf土器

を増産したのかもしれないが(55),集落規模は拡大しなかった｡同中部ではSamarra土器の

製作使用が続き,同南部までその使用圏が拡大した｡同南部では先行期以来の土器技術の革

新もあったが,濯概農耕地帯では同中部系Samarra土器の使用が盛んであり, EAH末に

は｢神殿｣建設が始まった｡同北部の生活地点の多くが後続期に放棄された(Akkermans

& Le Miere, 1992 ; p.4)ことは,乾燥化の進行しつつあった同北部が中南部濯概農耕地帯

への直接･間接の人口供給地帯だったことを暗示する｡

地中海諸地域ではアナトリアを起点にしてドナウ流域に至る地帯に鋼交易と関連した(57)

アナトリア･バルカン文化圏(Yakar, 1985;p.29)が形成されたが, BHのアナトリア高

原｢開発｣に比敵する水準の北部メソポタミア文化の同高原波及現象はEAHにはなかっ

た(58)｡サ-ラ北東部では後続の長高温期に至る傾向的な乾燥化が進行し(Muzzolini,

1993 ; p.234)(59), (山)羊の遊牧的牧畜-の依存が強まった(Close, 1990 ; pp.79-80)(60)0

地中海沿岸諸地域では東部でEAihから(Demoule & Perles, 1993 ; p.366),中部でもや

や遅れて土器の製作使用が始まった(61)｡エジプトではサ-ラ北東部･東地中海地域からの

移動者の増えた当期から古代エジプト文化形成に至る発展が始まった｡地中海地域西部の状

況は後進的だったが,新石器文化要素は目立って増大した(62)0

黒海諸地域ではドナウ下流域と黒海西･北岸の草原地帯を中心にして地中海農耕新石器文

化が拡がった(Whittle, 1985 ; p.38)が,ドナウ上流域では細石器文化が続いた(たとえ

ばFridrich & Sklenar, 1970 ; p.110)0 EAih初頭にはエーゲ海沿岸･黒海北岸(29)にあった

地中海農耕新石器文化拡散の前線はEAihを通じてエーゲ海沿岸からバルカン半島に拡大し

た程度だった(63)が, EAHには前線が再び急拡大し(Ammerman & Cavalli-Sforza,

1984;p.36),ドナウ中流域の新石器化が進行し,アナトリア･バルカン金石併用文化圏の

西端を構成した｡

大西洋地域では北上した細石器文化が森林の発達に適応した地域文化を展開させた(64)0

南部スカンジナビア(Larsson, 1990;p.260)からバルト海沿岸(Rimantiene, 1992 ;

p.98)にかけての地帯では細石器文化要素を加えながら氷河湖沼地域の固有文化が発達し,
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貝塚遺跡が形成された｡

(アジア)

イランではEAihには西部山地で有土器(先行期北部メソポタミア系土器に似た器厚のあ

る軟質土器)農耕新石器文化が拡散しただけだったが, EAHには高温化に対応した高原へ

のメソポタミア系の人口の流入と高原内での極方向への移動がやや増加し,赤色彩文軟質土

慕(65)につづいてメソポタミア系彩文土器の製作使用が始まり,東南部を除く高原の好条件

地点で彩文土器文化遺跡が形成された(Hole, 1987 ; p.83)(66)0

南アジアでは当期から後続期にかけて(Agrawal, 1984;p.64)大陸部を中心に

(Sonawane, 1982 ; p,61)細石器遺跡が形成され,イラン東南部と連続的な状態が続いた｡

当該細石器文化に不明な点が多い(Thapar, 1985 ; p.85)のは調査研究の未発展にもよる

が,当該文化人口がかなり少なかったことにもよるのだろう｡

中央アジアではEAHの高温化に対応した大きな変化があった｡南側のステップでは砂漠

･ステップ境界が北上してステップ地域が拡大し,同西半西南部でイラン北部から続き(梶,

1975 ; p.79),軟質土器を製作使用した農耕新石器文化圏が形成された(Harris et al.,

1993 ; p.330)(67)｡次項で述べる南側ステップの東半での東アジア系新石器文化の強い影響

が中央アジア西半中央に波及し,同地帯で東アジア的要素を含む新石器文化遺跡の形成があ

った｡北側のステップでは西部で黒海北岸から東への地中海農耕民の拡散があった

(Dergachev, 1989 ; p.793)が,中･東部では先行期と連続的な状態が続いた(68)｡

東アジアでは湖南省で先行期の遺存体では確認できない栽培品種形態の07yZa S.種子(張

･襲, 1997;pp.40-41)の出土した遺跡が形成され(孔他, 1996;p.80,襲･昇, 1996;

p.34),河南･河北両省でsetaria i.(69)農耕新石器文化の多数遺跡が形成された(70)｡後者では

足付きの石皿･磨石などの特徴的遺物も出土する(71)が,遺跡規模は小さく,同時代の特に

農耕的でない有土器新石器文化遺跡と同様の竪穴住居等の遺構を検出する｡後続期の同地域

の先史文化遺跡では農耕依存度の特に高くなかった事例も知られている(孟願, 1993;

p.4)から,上記Setaria農耕文化が順調な進化論的発展を経験しなかった可能性がある(72)｡

日本列島では当期は縄文早期中後葉に相当し,多数の貝塚遺跡の形成･東日本での遺跡規

模拡大などの高温期現象があった(73)｡温暖化に対応して当期中に(または先行期中から),

特に農耕的ではなかったが,環境適応性の高い有土器新石器文化-具体的には離水勃海湾

･奥黄海地域およびその周辺の有土器新石器文化の,またはそれらと連続的な日本列島の文

化の人口(土器製作者等)が長期間にわたって朝鮮半島(74) ･中国東北部(75)を経て,中央ア

ジア北側のステップ地帯から中央アジア西半中央にまで地域的適応を進めつつ移動したとこ

こでは考える(76)｡次項で述べる東南アジア-の東アジア系土器製作技術の伝播を考えると,

寒冷化に対応して中国中部から中国南部を経て東南アジア北部に至った移動を考える必要が

あるが,当期の中国南部では土器製作技術は広域的には展開しなかったとみられる(77)｡

東南アジアでは先土器準新石器文化人口の生活地域が広かったが,インドシナ半島北東部

で東アジア系土器の製作使用がEAihに開始した(78)｡半島のその他の地域(79)およびフィリ

ピンを含めた北部島喚(80)では準新石器文化が展開した(新田, 1988 ; p.44)が,南部島晩

では小型剥片石器文化が続いた｡
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(オセアニア)

-クメネは当期を含めて長い間,変らず(Gosden, 1993;p.56)(44),ニューギニアでも先

行･後続期と大きく変わらない状況が続いた｡オーストラリアでも海岸地帯での貝塚遺跡の

形成が続き(81),森林形成の進んだ南東部海岸では貝塚遺跡形成が特に盛んで(Williams,

1987:p.319)(82),全体として先行期と連続的な状態が続いた｡陸橋として残った

(Jennings, 1972 ; p.99) York岬地域での森林発達は陸上交通の障害だった(83)0

(北アメリカ)

EAHにはメキシコ高原等で先行期までに始まっていた作物種の栽培化-の努力(84)が一部

地域で菜園的農耕を可能にしつつあった(85)が,先行期から続いた水産資源依存型(86)の新石

器文化(87)が極西部でも(Jones, 1991 ;p.428),その他の地域でも続いた｡スペリオル湖周

辺では中世まで断続的に続いた採集自然銅の敵打加工による最初の製品の出土した遺跡が形

成されたが,自然金属加工技術は北アメリカ内部では高度化しなかった｡

(南アメリカ)

多くの地域で先行期と連続的な文化が続いて大きな変化はなかったが,アマゾンでは土器

の製作使用が開始した(Hoopes, 1994 ;p.6)｡メキシコ高原から中北部アンデス海岸に至

る熱帯森林適応型諸文化(Stothert, 1985 ; p.632)では各種の作物種(88)の栽培を試みた｡

菜園的作物種の栽培化が進行しつつあったアンデス山地(関, 1997 ; p.38)からEAihの寒

冷化に対応して海岸に移動した人々がEAHの湿潤化環境に適応して移行した漁拷依存度の

高い集中採集文化(Schobinger, 1988 : p.239)が南アメリカ初期農耕文化の母体だったと

考える論者が少なくない(89)｡

お　わ　り　に

以上でBoreal期と早期Atlantic期の古気温と世界各地の先史文化を対応させて記述でき

た｡記述であるので特別な結論はないが,以下ではまず本稿の｢移動｣の概念をやや詳しく

述べ,次に細石器文化形成に関する試論を簡単に展開し,最後に初期完新世の食糧獲得技術

の諸問題の概要を記す｡

(移動)

本稿で考える移動は一文化の多数の人々の移動の総和であり,一般的には無方向だが,時

に方向性をもっと考える(90)｡一文化にとって非常に困難な状況が生じると移動者が増加す

るから,移動は人口減少を回避する手段でもある(91)｡移動は文化融合･文化圏の変化を生

じさせる活動でもあり(92),不変の｢民族｣の移動による人類史の再構築などをここで試み

ているのではない(93)｡移動は日常的行動の延長と蓄積であり(94),未知の集団の突然の出現

はあっても極めて稀だった｡

(細石器文化)

Boreal期に限れば細石器文化の拡大は新石器文化の拡大に匹敵した｡完新世の人類史を

考える上での最重要課題の一つである細石器文化(佐々木, 1999 ; p.132)の形成過程で細

石器製作を強制させた(95)条件を以下では考える(96)｡川の流路が固定すると主要な原石採集

地である磯の裸出する河原(棲井, 1995 ; p.13)が縮小する(97)｡広い地域で河原が縮小す
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れば原石の入手可能性が縮小し,石器文化全体が変化して(Could & Sagger, 1985 ;

p.134),限られた原石を有効に利用する細石器技術が開発されたとここでは考える｡最終氷

期中に細石器製作が北部ユーラシアで開始したとの見解(佐々木, 1999 ; p.132)に立てば,

流路の固定は氷期の降水量減少に対応するだろう(98)｡降水量が(季節的に)増大して原石

の入手が容易になり,同時に細石器技術の原石節約効果を特に意識しなければ,石器の再大

型化が始まったと考えると具体例を理解しやすい(99)｡石器原石の入手の困難な環境に多数

の細石器的人口が生活し,しかも自然金属製品を入手できた肥沃な三日月地域でははば同様

に入手しにくいのならより耐久性のある利器を求めて自然金属製品を多用した過程を通じて,

細石器的文化から｢一挙に｣金石併用文化に移行しやすかったとも考えられる(16)｡

(完新世初期の食糧獲得技術)

狩猟が更新世の少数種大型動物狩猟から完新世には多数種小型動物狩猟に変化したとの見

解には反論が多い(100)が,完新世初期の温暖化過程では環境変化に対応して生じた個体数減

少(101)からの回復の早い小型動物を狩猟しやすく,温暖化による混乱が収束すると一地域に

生息した種数･個体数が増え,その一方で個体体積が減ったから,手近かで運動性の少ない

多数種に依存する一般的な傾向はあったと考えるべきだろう(102)0

漁拷依存度は,本稿で扱った期間に海岸の生活地点での活動が活発だった印象を受けるの

で,先行期にくらべて上昇したと考えられやすい｡急激な気温変化があれば内水面資源より

も海産資源の利用が有利であることは一般的に認められるが(103)が,本稿の多数箇所で述べ

たとおり,本稿で扱った時期に海岸遺跡の形成が盛んだった印象を受けるのは,同期末まで

に海水面が完新世最高水準に近づき,当該海水準より高い位置にある当期以降の海岸遺跡の

遺存がよかったからにすぎない可能性が高い(104)｡

植物食採集は,一般に気候変化に対応して植物相が変化してから動物相が変化するから,

温暖化･高温化が進行した完新世初期には確実な食糧獲得技術だった(105)｡当時の人々にと

って植物食の最も効率の良い利用方法は温暖化によって出現した新しい限界的条件地点に利

用植物を人為的かつ速やかに移動させて,自然界に競争者の(少)ない状態で効率よく移動

種を利用することだった(106)0

初期農耕文化の成立は長期間の集中採集･高度利用期を経て非革命的に進行した｡一地域

に作物として利用できる自生種があることが初期農耕文化成立の第一の条件だが,有望な自

生種があっても利用しやすい形質を発見･定着させるのに長期を要したからである｡重要作

物ではメイズが長期を要した典型だが,コムギも本稿でとりあげたイネ･アワも,モロコシ

(樽本, 1983 ; p.24)も長期間を経て作物化した(107)｡最初に重要作物を栽培化した特殊地

域だけでなく,既に栽培化した作物を受容した一般的地域でも農耕化は非革命的に進行した｡

多数の移動者が作物･農耕関連の新要素を受容地域に多数世代にわたって少しずつもたらし,

受容側文化では従来の食糧獲得活動を続行しつつもっと少しずつ新要素を受容したからであ

る｡

牧畜文化も同様の非革命的速度で形成された｡植物にくらべ少数種が広い地域に生息する

ので,家畜にむいた習性のある少数種が多数地点で家畜された｡一般的には食域が広く,小

型であるほど早い時点から効率的に(再)生産できた(Geddes, 1986 ; p.766)ので多数地

点で家畜化されやすかった｡イヌ･ブタがその例である｡草食動物は乾燥環境ではまばらな
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植生を食べさせた個体を効率よく利用できる効率的な食糧獲得手段だったが,湿潤環境では

草地が(少)なく,有利な手段ではなかった｡

註

(1)本稿年代はすべて年輪修正暦年であるので,以下では"cal"を省略する｡本稿の時期区分(B
･ EAの設定)は他例(たとえばBichet et al., 1999 :p.277)と大きく異ならない｡

(2) Interhypsithermal (｢間高温期｣)の略｡

(3)完新世中間値よりも約1oC以上高い気温水準が続いた期間を含み,同中間値よりも低い気温水

準が出現しなかった期間が4百年以上続いた時期をhypsithermalとした｡ BH ･ EAHの他に完

新世最大の高温期だったAtlantic H. (5-3,6kaBC)を設定し(次稿で扱う), BHとEAIIの間

をEAih, EAfIとAHとの間をAihとする｡

(4)海洋の影響を受けにくい地形的条件があれば逆に乾燥化が進行しやすかった(根本･吉野,

1978 ; p.16など)0

(5)やや軽度の温暖期と軽度の寒冷期が百年以内で交代した｡ 7.3kaBC前後のやや軽度の温暖期は

少しだけ長く続いたかもしれない｡

(6)百年強の間に約3oCの気温水準の上昇があり,特に7 kaBC前後の上昇が激しかった｡この温

暖化は東地中海考古学の`neolithic gap'(Gopher & Gophna, 1993 ; pp.303-304)に対応する

(註18参照)0

(7)高温期の気温水準は20Cの気温水準よりも約2oC高かったとする研究者が多い(鈴木, 1997:

p.83, Ammerman&Cavalli-Sforza, 1984 ; p.36など)が, 20C. (後半)の気温水準は(5-3.5

kaBC間の特に高温だった時期を除いた一般の)高温期の気温水準と大きく異ならないだろう｡

(8) EmB (0.8ka)には海水面上昇が約5m, BH (0.5ka)には約10mだった(MBrner, 1976 ;

p.74)とすれば, BHの海水面上昇は百年あたり2mであり,完新世最大の規模だったと評価で

きる｡

(9) SC草原と赤道をはさんで対照的な位置には現ボツワナ中部･ジソバブウェなどの大草原地帯

があるが,この南半球草原ではS C草原に比較すべき先史農耕文化が発達しなかった｡南半球草

原が晩氷期の集中採集細石器文化人口の生活地帯だった現サ-ラから遠く離れ,中間にコンゴ盆

地周辺の大森林と東アフリカの複雑な植物相が介在したことに加え, (i)南部草原がS C草原にく

らべてせまく, (ii)北アフリカでは大きな気候変化に対応してユーラシア大陸との間で植生を交換

できるのに対し,南アフリカでは間氷期に大陸南端まで温暖気候が拡大し,後続氷期までに寒冷

気候適応種数が減少することを繰り返した結果,集中採集文化人口が高度な利用の対象に選ぶこ

とのできた野生種数が少なかったことが固有の先史農耕文化の形成を禁止的に困難にした｡

(10) S C草原よりも南のサブサ-ラ諸地域の後期石器文化でも石器小型化の進行を一般的に看取で

きるので,短期間をとれば最小規模の晩氷期サ-ラ細石器人口の移動が長期間続いたと考える余

地がある｡

(川　地溝帯大低地の海水準下地帯から海水準地帯への移動が最古の温暖化対応移動だったから｢高

地｣方向は絶対的には妥当な用語ではない｡

(12) EmB初頭には家畜代替的な野生動物を狩猟した人口が,まだ小さかった農耕地帯の周囲に展

開した｡当該人口は数種の作物を栽培したが,農耕依存度は低かった｡

(13) `Mesolithic'は完新世の先農耕文化を意味する包括的用語であり(Price, 1983 ; p.762),特定

の内容を示唆しない｡
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(14)大地溝地帯低地ではemBから(過度の)温暖化が農耕の生産性を低下させ始め,都市的農耕

集落の形成が停止した｡崖上に拡散した人々は長期的には環境変化に対応して広い地域を移動し

て多数の遺跡を残したので,当期以降の長期間にわたって当地域(および世界の他地域)で都市

的集落遺跡は形成されなかった｡

(15)有機質の少ない砂漠土質原土に軽度の調整を加えた素地土を成形すると接触焼成では破損しや

すいのでスサを加えたのだろう｡この製作方法では混和材の量と質を工夫すれば施文も不要だっ

たから,彩文土器-の早い移行も特異な変化ではなく,焼成方法の改善(常木, 1986;pp.96-

97)により,有機質混和材を入れず,撤密な胎土の本格的な彩文土器を早くから製作できた｡

EmBの北部メソポタミアのプラスター容器の製作･東地中海地域南部での土器製作使用期の

遅れから,北部メソポタミアでの土器製作技術の独立発生を主張する立場もあるが,サ-ラ細石

器文化遺跡ではPreboreal期の土器が知られ(Midant-Reyne, 1992 ; pp.73-74),サ/､ラ細石

器文化と初期地中海農耕文化の間の連続性は明らかだから,肥沃な三日月地域で土器製作技術が

独立発生する状況が生じれば(またはそれ以前に)サ-ラ北東部から土器(に続いて土器)製作

者が肥沃な三日月地域に到達した可能性がより大きいだろう｡東地中海地域南部を経由しない

(たとえば地中海東岸の現沈水地帯経由の:註(lDg参照)土器製作技術の北アフリカからの伝播を

考えるべきだろう｡

(16) BHの東地中海地域での石器粗製化の開始は,貴重で遺物化しにくかった銅器の重要性が早い

時点から高かったことを示唆するのかもしれない｡良質石器原材の入手が困難だったから耐久性

のある自然金属製品選好が強く,早い時期から金属器への移行が始まったと考えるべきである｡

(17)アナトリア高原中央部の草原が特に広いが,イラン領Urmia湖周辺(Hole, 1987;p.21)な

どの草原地帯もやや広い｡

(18) BHを通じた(高温期の範囲内での)寒冷化傾向の短期的持続と高温環境への長期的適応が相

殺的に進行し, `neolithic gap'(註6参照)は数十年で収束した｡

(19)住居技術の改善(Kozowski & Kempisty, 1989 ; p.360, Watkins, 1989 ; p.337)など｡

(20)東地中海北部でも薄手の非彩文土器が製作使用された｡

(21)肥沃な三日月地帯と黒海地域を結ぶアナトリア高原の｢ポンプ機能｣が当期から作用しはじめ

た｡温暖期には周辺の低地(当期には主として肥沃な三日月地帯-東地中海地域北部･北部メ

ソポタミア)からアナトリアに移動する人々が多く,これらの移住者(と先住人口との間に生ま

れた人々)の子孫の一部が後続寒冷期にアナトリア高原の周囲に｢降り｣た｡多くは赤道側の低

地(ここでは東地中海北部･北部メソポタミア)に環流的に移動したが,一部は極側低地(ここ

では黒海西岸･ドナウ下流域)に移動して,気温水準の変化に一見逆行した移動を促したのが

｢ポンプ｣作用である｡逆行的移動者(と先住人口との間に生まれた人々)の子孫の一部は後続

温暖期に極側に移動し(ここではドナウ流域を遡上して,メソポタミア･アナトリア･中央ヨー

ロッパの順の)巨視的な文化伝播を可能にした｡

(22)現代の銅鉱山はTrabzonを中心にした黒海沿岸に多いが,高原には堆積性の鋼資源もあり,

Taurus山地からVan湖にかけての地帯ではキプロスに続く小鉱脈も利用できた(事業団,

1975 ; p.79)0

但3)短寒冷期と短温暖期の交代したemBには残存型寒冷環境適応種と侵入型温暖環境適応種とが

混在して,採集狩猟対象種数が多かった｡

(24) EmB初頭のBos遺存体の家畜性は論議の対象だが(Clutton-Brock, 1993 ; p.66),ヤギの家

畜化がBHに進行した(ヒツジは遅れた)ことも考慮すべきであるo

(25) AH (註3参照)までの海水準上昇下で完新世最高海水準より低い砂質堆積中の古い遣物の包

含層は掃流された(井関, 1972 ;p.54,貝塚, 1978;p.72)0
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(26)大三角州および大三角州に流入する大河川はもともと沈降地帯にある(井関, 1972 ;p.47)の

で,当該期遺跡は(あれば)深い位置に沈んでいる｡

(那) Knapp, 1994 ; p.404など｡初期には狩猟目的の移住者が多く(Runnels, 1995 ; p.74),急速

に進行した動物相破壊後には動物食害の少ない島喚耕地を選好した農耕依存度上昇があったろう｡

内陸での新石器文化遺跡形成(Geddes, 1986 ; p.764)もBHの温暖化に対応して進行した｡

(28)東部では環流する潮流と季節風を利用した往復航路を早くから開発し,中部では北岸で同様の

季節的往復航路を利用しやすかった｡中部北岸のうちのアドリア海,中部南岸全域では往復航路

を利用しにくく,後のカルタゴ周辺を除く西部の南北両岸でも往復航路を選べなかった｡森林の

発達した海岸では金属製伐採具がなくても臨水性の小草原に海上交通の拠点を建設できたが,砂

漠海岸では拠点建設地点がさらに限られたことも地域差の生じた副次的な原因だった｡

(29) BHまでにバルカン半島に農耕文化が波及し, EA初頭に内陸を経由してドナウ下流域に農耕

文化人口が拡散した(金原, 1998;p.28)のとは別に,アナトリア半島から黒海西岸･同北岸に

BHの農耕文化拡散があったと考えることができる｡

(30) Azil, Tardenoiなどの用語の当期前後の汎ヨーロッパ的用法が遠隔地間の文化的連続性を誇張

する不適当な用法であるとする見解もあるが,たとえばマドリッドとキエフ間の距離はジャカル

タ･マニラ間の距離にはば等しいから,長期間続いたインドネシア･フィリピンの剥片石器文化

を同系列と考えうる水準であるならば,上記用語の汎ヨーロッパ的用法は妥当であると考える｡

(31)黒海地域の農耕的文化にくらべ,大西洋地域の諸文化では一人あたり占有面積が大きかったこ

ともみかけの拡散速度を増大させた｡

(32) Khuzestan等の南西部低地は歴史的にイランの一部であるが,ここでは南部メソポタミアの一

部と考え, ｢イラン｣では高原･山地のみを扱う｡

(33) EmBには北部メソポタミアの周辺地域だったイラン北西部でBHには開始しそうだった土器

製作の開始がEAに遅れたのは,両地域間の山地で森林が発達し,交流を妨げたからだろう｡

BHから鉄器が普及し交通の障害だった山地森林の除去が進むまでの期間にはメソポタミアとイ

ランの間の主要交通路がメソポタミア南部を迂回したので,先進的メソポタミア文化のイラン高

原到達は遅れがちだった｡温暖化の進むイラン高原では晩氷期以来の車乞燥地帯が高温化し,山地

側への砂漠の拡大･晩氷期山地森林の消滅などがあって,地中海農耕に関わる温度条件が好転し

ても,生活条件は必ずしも好転しなかったから,先進地帯との直線足巨離の短かさにくらべて後進

的な印象を与える状態が続いた｡

(34)中国の｢新石器時代早期｣ (㌣文明, 1992 ;p.41)の諸文化,日本の(草創期)縄文文化の概

念が最も近い｡東アジア全体を枠組みとすれば縄文文化は東アジア新石器諸文化の最も先進的で

はなかった部分だったから,逆に沈水地帯を含めた中国中部海岸地帯でも同時代(縄文草創期)

の日本列島と同じく晩氷期から先農耕有土器文化が発展したと考えるのは充分に合理的である｡

(35)極方向に拡散した諸文化(河南省の初期稲作文化,北日本の縄文早期文化)では赤道よりの地

域から移動者がもちこんだ動植物により,自然更新速度を上まわる生物相の人為的温暖化が生じ

た｡この状況下では自然生物相に生育･繁殖を妨げられにくかった人為的生物相の生産性が(人

為的生物相利用-つまり農業牧畜-技術が低水準にあったことを考えれば)特に高く,移動

者の出発点だった赤道側地域よりも農耕依存度の高い,または大規模な遺跡が形成されることが

あった(註106参照)0

(36)森林形成の進行下(Ren&Zhang, 1988 ; p,675)で先農耕有土器文化遺跡が形成された(千葉,

1990 ; pp.39-42)｡同時代の北海道での縄文文化遺跡の形成と並行的である｡

(37)チベット,雲南(の太平洋側の一部地域)を含む広い内陸地帯の好条件地点ではemB初頭を

(わずかに)遡る時期から先農耕有土器文化遺跡が形成された(飯島, 1991 ; p.26)｡内陸地帯
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の早期新石器文化の年代をもっと新しく考える研究者も多い(原思11日, 1993 ; pp.368-369)が,

日本列島の草創期事例を考えれば,特に農耕的でない限り, Preboreal期は例外的な有土器新石

器文化年代ではない｡中国南部の先農耕有土器新石器文化は,長江下流域農耕民の寒冷期移動を

契機とした農耕化が中国南部で進行するまでの長い間続き,地域によってはSubboreal期に入っ

てもしばらく続いた(張慎浜, 1993;p.39)｡

(38)湖南省でも後続期(EAH)の特に農耕的でない有土器新石器文化の遺跡が報告されているから

(金･顔, 1986 ; p.ll),一時点をとれば多数の生活地点の一部のみで初期農耕生活があり, ｢地

域全体の農耕化｣には長期間を要したと考えるべきだろう｡

(39)縄文早期の広い使用痕面のある磯の出土数増加に対応すると考えられる植物食依存傾向は温暖

化により晩氷期東南アジアで利用度の高かった温暖環境適応型作物種(東アジアでは史前帰化植

物種)の生産性が向上したことを示唆するのかもしれない｡植物食依存度の上昇に対応して,動

物食依存度が低下し, ｢てあたり次第｣傾向のあった食糧供給型多種狩猟から｢スポーツ｣型少数

種狩猟に転じたことが石(製利)器器種数を減少させたとみることができる｡海岸地帯では

Preboreal期以前から貝塚遺跡が形成されたが,当期および後続期の海進でほとんどすべてが失

われた可能性が高い｡

(40)低い海岸線に近かった晩氷期-Preboreal期の古い貝塚遺跡が海面上昇過程で失われ, Boreal

期以降の(大きくない)海面上昇で破壊されなかったBoreal期以降の新しい貝塚遺跡のみが発

見されるので, Boreal期から貝塚遺跡が発達したと誤認すること｡

(41)強い日本海流に乗ってフィリピンから台湾に到着するのは一年中容易だが,台湾を出発した無

帆水上交通手段利用者は冬季(水路部, 1993;第5図)･夏季(同;第6図)ともにやはり強い日

本海流に流され,太平洋上を漂流する危険が大きかった(大塚･石野, 1988 ;p.286　Fig.4)0

中国南部,インドシナ半島とフィリピン諸島の間では南シナ海表面の環流の方向を季節風が逆転

させるので,大まわり航海の可能な大型(無帆)水上交通手段を用意できれば往復航路を利用で

きたが,当期には同手段を準備できず,両地域間の文化的関係は成立しなかった｡これに対して

フィリピン群島とカリマンタン･スラウニシとの間には離水地帯が広く,水路を無帆手段でわた

るのも困難でなかったから,最終氷期から両者間には密接な交流があった｡

(42) Parkland型散在小耕地(中西, 1994 ; p.332)に各種作物を作付けたが,耕地の溝状遺構が排

水用だった可能性もある｡

(43)寒冷化によって高地の農耕条件が悪化しない限り,一定高度以下での生活を避ける基本的習慣

(塩田, 1989 ;p.47)は,低地の危険な熱帯病が完新世初期からあったのなら,当時から守られ

ていただろう｡

(44) -クメネに入っていた少数のオセ7ニア島喚群だったBismarck諸島での遺跡形成のEA以降

の中断(Allen, 1989;p.551)が実際にあったのなら,オセアニアでは-クメネが一時的に少し

だけ縮小したと考えざるをえない｡

(45) Sahullandは沈水して消滅したに等しかったが, Torres地峡は残っていた｡しかし地峡一帯の

熱帯林形成はむしろ水上移動を促した(註83参照)0

(46)降水量の多かった東南部に生活地点が集中する傾向があった(Bird, 1992 ; p.186)｡

(47)淡汽水族漁扮(Tuross et alJ994 ; p.299),および特にサケ･マス類の産卵期遡上漁捗に依存

した文化では定住性が増大した｡

(48) 7.5k14CyrBPのサ-ラの｢一般的な寒冷化｣ (門村, 1992 ;p.81),北部メソポタミアの｢短期

間の目立った環境変動｣ (Wilkinson, 1999 ; p.566)はこの寒冷化と一致する｡やや古い年代と

される急激な寒冷化がこの寒冷化と一致する可能性もある｡

(49)初頭の急激な寒冷化以降には温暖な気温水準が続いたが,期末に完新世中間値水準への下降が
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あった｡

(50) EAの前半(EAih)は(高温期よりもやや低水準の)温暖期だったが,同後半(EAH)は

BHと同様の高温期だった｡ EAH自体はBHよりもやや短かったが,高温期の範囲内での寒冷

化傾向が続いた点でもEAHはBHに類似した｡

(51) EAH末には完新世の海水準上昇がほぼ完了した(Lamb, 1982 ; p.108)と考える論者が多い

から, 20C海水面よりも約10m低かったとする(海津, 1994;p.213)よりは5m強低かったと

するのが(数mの差を論ずることに意味があるとすれば)より妥当だろう｡百年あたり上昇量が

高温期だったEAH (0.3m/0.1ka)でよりも相対的寒冷期だったEAihでかえって多かった

(0.5m/0.1ka)のはEAHには融解氷床の緯･高度が上昇して,融解量が減少したからだろう｡

(52)寒冷化に対応して赤道附近にいくらか集中した人々の一部が後続の温暖化に対応して極方向に

移動する際に(さらに一部が)北半球に還流移動せずに南半球に移動し,移動先の先住人口と融

合文化を形成し,それ以降の時期には寒冷化･温暖化に対応して南半球内で移動して地域文化の

形成をくりかえす過程を通じて細石器化が進行したと考えることができる｡

(53)北部メソポタミアではEAihにHassuna, Halaf土器がこの順で,中部ではSamarra土器が

それぞれ製作されはじめた(常木, 1986 ; p.90)｡南部でも先行期以来の土器の彩文化がはじま

った｡

(54) BII以降の長い間,短寒冷期または不安定期を介在させながら続いた温暖･高温期にはアラビ

ア半島側から砂漠が拡大し,肥沃な三日月地域の砂漠側地帯の降水量が減少して,農耕生活は一

層不安定化した｡当該地帯では牧畜依存度を選択的に上げるとともに,地域外の資源を利用する

方法(季節的移動およびその延長である｢移住｣を含める)を工夫する必要が大きかった｡

(55)彩文土器も彩文土器と交換したかった食糧も重量物だから,広い範囲で運搬･交易したことは

考えられない｡不安定農耕地帯の一地点を生活拠点にした土器製作者が肥沃な三日月地域内の遠

く隔たらない安定農耕地帯内の複数の小地域住民と特定的関係を維持し,年中行事的に当該小地

域を歴訪して土器を製作･販布し,当該小地域に本拠地の食糧不足に応じた期間(数ヶ月程度)

滞在･自活したと考えるのが,交換物資の重量性を考慮すれば最も妥当だろう｡註15参照｡

(56)北部メソポタミアで軟質彩文土器製作が開始した時期の中郡メソポタミアでは灰色洗練文土器

の製作にとどまった(Copeland & Hours, 1987;p.405)から,早くから北部メソポタミアの土

器製作技術改善の意欲が高まりはじめたことを指摘できる｡集落規模･出土遺構が牧畜依存の高

まりを感じさせ,農耕文化としてはむしろ後退した印象のあるHalaf期に土器製作技術が突出し

て向上したのは乾燥化地帯の｢輸出産業育成｣的努力の結果だったのだろう｡

(57) 1970年代の産銅量ではイラン･キプロス･トルコ･ブルガリア･旧ユーゴ･ポーランドがこの

順ではば2を公比とする類等比数列をなし(ルーマニアはトルコ･ブルガリアの中間値) (事業団,

1980;pp.138-139),オリエント史上で重要視されるキプロスの産銅量の小さいこと,ドナウを

遡るほど産鋼量の多いことを指摘できる｡ドナウ上流域にむかった金石併用･青銅器文化人口の

移動は温暖化に対応した農耕民の移動だったのと同時に鋼資源を求めた採鋼･製鋼活動者の移動

でもあったのだろう｡

(58)三宅, 1992 ;p.205｡アナトリア高原の草原地帯では乾燥化が進行し,自然濯概面積が縮小し

て(Fontugne, et al., 1999 ; p.585)環境が悪化したこと,および高温化･乾燥化に対応した北部

メソポタミア農耕民の移動先に,高温期にも高生産性を維持できた中南部メソポタミアの濯概農

耕地帯が加わったことが, EAHに北部メソポタミアの非常に強い｢影響｣をアナトリアで認め

にくい原因だろう｡北部メソポタミアとアナトリアとの間には当期を含めた長期間にわたって密

接な交流があり, EAHには北部メソポタミアからアナトリア高原への移動量が逆方向の移動量

を一定範囲で越えたと考える｡ EAIIには前者の方向-の移動が逆方向の移動より多くても,ア
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ナトリア高原には既に一定量の人口が生活していたので, EAHのアナトリア高原ではBHにあ

ったのと同水準の肥沃な三日月地域の非常に強い｢影響｣がなかったと考えるのが合理的だろう｡

(59) EAihの短寒冷期には内水面水源地帯での降水量が減少して,内水面附近での乾燥が強まった

(Wetterstorm, 1993 ; p.182)0

(60)技術的進歩もあった(Muzzolini, 1993 ; p.229)が,乾燥化に対応し,伝統的な解決方法だっ

たナイル河谷から西南アジア,およびサブサ-ラ(SC草原)への移動を選択した人々も多かっ

たろう｡ -ルトウ-ム中石器文化は当期の(サ-ラ北東部からSC草原への)移動者と関係した

のかもしれない｡

(61)高温化に対応した新石器文化人口の内陸-の進出もあった(Whitehouse, 1986 ; p.42)0

(62)マグレブでは晩氷期以来の細石器文化に土器･ (山)羊が加わったo　イベリアでは細石器･非細

石器文化の併存から,海岸の非細石器文化-の移行があったが,他の地中海諸地域にくらべて新

石音訓ヒは微弱だった｡

(63)黒海北岸での拡大は小さかった｡ EAih初頭のドナウ中流域では有土器農耕文化遺跡が形成さ

れたが,新石器的ではなかかった｡下流域北部内陸ではEAihの短期寒冷化に対応したとみられ

る細石器文化の東南下があった｡

(64) EAihの寒冷期には細石器文化地域の一時的南下もあったが,全体的には同文化地域の北上傾

向が強かったo /ト地域をとれば温暖化に対応して一部の人々が北に去り,残った人々が南から来

た人口との融合文化を形成する過程で地域的文化が展開した｡

(65)赤いス.)ップがけの磨研土器も製作使用された(Voigt, 1988 ; p.625)｡

(66)高温化により砂漠･ステップ境界が山地側に移動しても,山地森林のステップより地帯のステ

ップ化はすぐには進行しないので,イラン高原のステップ地帯は高温期には幅をせばめ,同地帯

を経由した文化拡散は高温期にはやや早まった｡メソポタミアから(西部山地南端を経由して:

註33参照)イラン高原に入り,高原上を移動した人々の移動速度が高温化で加速したことを指摘

できるだろう｡

(67)南側西半北東部では先行期と連続的な細石器文化が続いた(Ravnov & Gupta, 1979 ; pp.961

98)｡

(68)北側ステップでは気温条件は好転したが,ステップ･砂漠境界の北上の一方で北接森林のステ

ップ側部分の気候がステップ化しても植生は直ちに変化しなかったから,ステップの面積が減少

し,生活条件は全体として好転しなかった(註76参照)｡

(69) EAih以前の先行アワ集中採集,初期農耕文化遺跡は未発見だが, EAih/EAH境界(張居中,

1989 ; p.14)よりも早い時期-例えば初期イネ農耕文化形成期だったBH-にアワでも集中

採集から農耕への移行が開始していた可能性が高い｡先行アワ利用文化遺跡を発見できなければ,

当該文化の生活地点が海水準の低かった時期の樹海沿岸にあり,その上を黄河等の運んだ土砂が

厚く覆っていることを疑うべきだろう｡

アワ農耕の成立は一様に大きい種子遺存体から判断できた(王吉怖, 1983 ; p.1065)｡東アジ

アの栽培アワは多品種的だが,雑草的形態品種のない(Ochiai, 1996;p.147)ことは東アジア

の栽培史がユーラシア他地域にくらべて長いことを示唆するのだろう｡多用途性も栽培史の長さ

を支持するが,連作を嫌う点がアワの最大の弱点である｡連作を嫌うこと,作付期が短かく,早

位面積あたりの収穫の多いことは耕地に制限のある文化のやや補助的な作物一農耕以外の食糧

獲得手段への依存度の高い先史文化に適した作物-だったことを示唆する｡

(70)ブタ･イヌ･ニワトリ･ウシの遺存体が出土した(夏弟, 1988;pp.29-32)｡ニワトリは東南

アジアで家禽化され,当期までに中国北部でも飼養が普及した(West&Zhou, 1988 ; p.528)と

みてよいだろう｡特に農耕的でない遺跡でも遺存体の出土がある(楊･刈, 1997;p.25)0
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(71)身分分化の開始(朱延平, 1988;p.1033),中国古代の祭把の萌芽(卜工, 1987;p.46)など

を認める研究者もいる｡

(72)中央アジア南側東部の乾燥地帯には後続期に7ワ主作農耕文化が展開したが,隣接地域には特

に農耕的でなかった細石器文化も並存した(郭他, 1993 ;p.586)から,一時点をとれば関係地

域にアワ農耕文化的生活拠点とそうではなかった生活拠点が混在し,環境変化に対応して両者の

分布が変化していた可能性が高い｡ EAHに河南･河北両省でアワ農耕民が生活したが,後続期

の寒冷化等の環境変化に対応して農耕文化の前線が両省から一時的に後退し,その後の安定的高

温期に本格的なアワ農耕文化が,一度はアワ農耕民が生活したが一時的に脱農耕化した地域を含

めた広い地域に拡散したことなどを予想すべきだろう｡

(73)北日本の遺跡の増加,短繊維混入土器製作使用地域の北上なども高温化に対応した変化だった｡

(74)半島東岸の当期の遺跡から出土し, E]本列島の縄文土器に類似する土器が半島最古の土器とさ

れる(Nelson, 1990 ;p､214,任孝雫, 1989;p.58)が,半島最古の有土器文化が日本列島から

拡散したと考える必要はなく,半島西海岸の広い離水地域に展開していた先行類似有土器文化か

ら内陸への海進期型拡散を考える余地がある｡当該先行文化が(可能性は小さいが)確認されれ

ば離水潮海･奥黄海地域およびその周辺の有土器新石器文化と日本列島の早期縄文文化を連続的

に理解できるかもしれない｡

(75)張昌偉, 1994 ; p.19など｡日本列島の縄文土器に類似しても,直接的関係を結論すべきでない

(前註参照)0

(76)中央アジア南側東半のステップ地帯には中国北部と連続的でより農耕的な文化が拡散して,派

入人口を吸収したとみられるから,より農耕的でない中国東北部型の有土器新石器文化の移動者

は北側ステップを移動して中央アジア西半に至ったと(考えにくいが)考えるべきなのだろう

(註68参照)0

(77)先土器新石器文化も長期間続いた(張鎮洪, 1993 ; p.31)から,有土器化が開始しても一時点

の一地域で土器の製作使用が一般的でない状況が長く続いたと考える必要がある｡

(78) Hoabin-Bakson両文化の並存状態の開始期をやや古く考えてBHとする(-, 1991 ; p.117)

こともあるが,ここではやや新しく考えてEAih初頭とする所説(チャン, 1991;p.72)を採る｡

当該期の寒冷化に対応した中国中南部からの土器製作者の赤道方向への移動を考えやすいからで

ある｡

(79) EAHのタイでの森林消滅･草原出現とoryza ･水田雑草増加の事例(Kealhofer & Piperno,

1994 ; pp.569-570)は水田耕作の痕跡ではないだろう｡

¢¢　剥片石器文化の続いたフィリピンでHoabin系石器の出土する遺跡の形成が始まった(Peralta,

1981 ;pp.8-10)のは,土器の製作使用の開始が遅れたことを考慮すると半島東岸とフィリピン

等北部島興の間の南シナ海航路の成立(註41参照)を示唆するのだろう｡

(81)完新世の最高水準に近づいた海水面より上に形成された新しい貝塚遺跡の遺存状態が良好であ

るので,海岸地帯の利用が当期に拡大した印象を受けるだけで,晩氷期等の先行期にも(沈水)

海岸地帯の生活地帯が多かったと考えるべきである(Bowlder, 1977 ; p.221)0

(82)内陸では乾燥化-の適応が進み,塩水化を経て消滅にむかった湖沼沿岸から河川近くに生活地

点を移す傾向が生じた(Flood, 1983 ; p.185)0

¢3)後続期の東南アジア南部島喚からの小型剥片石器-細石器製作技術の伝播等は水上交通によっ

たのだろう(註45参照)0

(84)メキシコ高原でも先行期と連続的な文化が続き(山本, 1993;p.9),メイズの作物化は確実に

進行した(Benz & Iltis, 1990)0

(85)地域的でない作物ではカボチャの作物化があった(Bogarth, 1987 ; p.607)｡



132

(86)海水面が完新世最高水準に近づき,海岸遺跡の遺存が好転した結果,海岸遺跡が増えた印象を

受けるだけかもしれない｡

(87)森林の発達と並行的な磨製石斧の製作使用開始があったo微先行期の北7メl)カ北西部で磨製

石斧の製作使用を確認できず,同北西部に隣接する北アジアに到達していた東アジア系諸文化の

磨製石斧とは異なる器形の磨製石斧が多いことは北アメリカでの独立発生を示唆する｡

(8B)メイズに関心が集中しがちだが,ここでは熱帯森林環境適応作物であるManihot e.の栽培化が

重要だったことを指摘したい｡ M. e.には多年生作物特有の栽培上の困難があり(梅村, 1985 ;

pp.45-46),保存が困難で(谷口, 1984 ; p.40),多収穫品種では半加工を要するが,無施肥連

作が容易である(広瀬, 1991 ;p.57)点で優れているからである｡

(89)当期の-クワドルでメイズの作物化が進行したとの所説(Pearshall & Pierno, 1990 ; p.321)

もある｡

(90)生活･生育地点に漠然とした不満を感じ, ｢もっとよい所｣ (実質的にはよりよい配偶者とのよ

りよい生活を実現できる地点)を求めて移動する個人(多くは若い男性)の移動の総和である｡

通常この総和は多様な条件が多数の移動者に個別に作用するので無方向的だが,多数の移動者に

類似条件が作用すると方向性が生じる｡この総和が温暖化期には極(高地)への,寒冷化期には

赤道(低地) -の,方向性を帯びることを前稿で指摘した(佐々木, 1999;p.137)｡先史時代人

口は(超)低水準にあったが,人口水準が低いほど長い先史時代期間で考えるから,一つの先史

時代期間をとれば,一般的にはその期間の全移動の総和を無方向化するのに充分な数の移動者が

あったとみなしうる｡

(91)一文化が｢停滞｣した印象を与える事例でも, ｢停滞｣文化人口の移動先を含む広い地域をとれ

ば, ｢停滞｣文化が最悪の困難に直面しても,その広い地域内では人口(遺跡数)の指数関数的増

加が損われた程度で終る(Albanse&Frison, 1995 ; p.5)ことが多かったのは,移動によって人

口減少を避けたからである｡この過程で広い地域内の諸文化は多様な水準で多様に変化した｡

(92) (多くは男性の)移動者が移動先で先住民(女性)と結婚して子供を家庭教育する過程で文化要

素の伝播と文化融合が進行することを既に述べた(佐々木, 1999 ; p.145註94)｡通常は流入者数

と流出者数がつりあうが,生活条件が良好な入超型文化では人口抑制を目的とした女性数制限等

を中止･緩和するので,女性不足を回避でき,流入者を含め｢結婚難｣は生じない｡生活条件の

劣悪な出超型文化でも女性(の一部)が移動するから,女性過剰を原因とする｢結婚難｣はやは

り生じない｡

(93)先史学の｢文化｣は年代と地域,つまり年代･緯度･経度の三次元で同定される存在であり,

1.5kaADの｢民族｣の入りこむ余地は1.5kaAD前後のみに限られる｡ ｢民族｣で完新世の人類史

を考えられるのなら先史学の存在理由はない｡

(94) ｢もっとよい所｣は移動希望者当人または当人に近い人々(多くは父親または父親がわりの年長

男性)の知っていた生活地点であり,移動者と移動先の先住者の間に｢共通の知人｣のいない移

動はあっても稀だった｡

(95)より小量の原石から細石器製造技術で作った細石器の刃部総延長が旧石器製造技術で作った石

刃石器刃部総延長より長いことは基本的常識だが,細石器製作を始めた人々は前期旧石器以来の

石器の変遷を知り,分析的思考を経て細石器製作に至ったのではないから, ｢最初の細石器製作

者｣は環境に強制されて,たまたま細石器を製作したと考える｡

(96)多様な細石器文化があるから,特定の食糧獲得活動等に対応する石器用途などの｢需要サイド｣

から細石器文化を考えることに意味が(少)ないのは明白である｡

(97)倉本他, 1999 ; p.21｡ただしこの例は過剰な砂利採取と人為的固定の結果である｡

(98) Preboreal ･Boreal期の細石器文化の拡大は確立した細石器製作技術の拡敬-細石器製作者の
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移動と細石器技術の原石節約効果の認識の結果-であって, ｢最初の細石器製作者｣に作用した

強制要因が作用した結果ではなかった｡

醐　他の条件が同一ならば,原石を入手しやすいのは季節により河川流量に大きな差のある-雨

季には上流から新しい裸が供給され,乾季には裸出した磯に接近しやすい-気候である｡たと

えば極端な少雨の砂漠気候,逆に一年中多雨で土壌･植生が発達して傑層を広く覆う熱帯雨林気

候などはこの条件を満たしにくい0本稿で扱った時期に氷期以来の剥片石器が小型化した東南ア

ジア南部島暁で氷期中のモンスーン的気候から完新世の熱帯雨林気候-の移行があったこと,上

記小型石器から発展した細石器が広く製作使用された完新世のオーストラリアの大部分が砂漠気

候に近かったことなどは供給サイドから考えた細石器起源論とよく一致する｡

(1m)大型動物狩猟用とみなした指標的遺物から循環論的に結論される特徴的大型動物狩猟は確かに

非論理的であり,当該指標遺物の製作使用文化でも小型動物の多種狩猟は高水準にあったのだろ

う｡

(101)日本列島等の大陸に近い島では氷期の海面低下時に大陸から移動して定着した寒冷環境適応動

物相が当該地域を海上に孤立させた間氷的環境に適応しにくく,狩猟圧が加わると動物資源は劣

悪化しやすかった｡

(102) Winterhalder, 1981 ; p.25参照｡逆に氷期中には種類･個体数は少なかったが,個体体積が大

きかったので,手近でなく,運動性が高くても,大型の動物を選択的に狙って効率を上げる傾向

があった考えることはできる｡低温で動物性食糧の保存が容易だったこともこの生活様式を容易

にした｡

掴　海産動物は海洋を移動して環境変化に適応できるが,内水面動物は閉鎖的な内水面内で充分に

適応できないことがある｡

(1叫　Preboreal期以前にも各時点の海岸に同時点の内陸よりも(多少)発達した遺跡が形成された

が,その後の海進で波蝕をうけ,消滅した可能性に充分留意すべきである｡

(1%)完新世早期以外でも急激な気候変化があれば植物食採集は確実な食糧獲得手段だった｡気候変

化のない時期はなかったから,極言すれば人類史上で植物食採集は一貫して重要だったとも表現

できる｡

㈹　これは農耕とみなされる｡本文を参照せよ｡

(両　根菜でも一定量の種イモを残す必要があり(豊原他, 1998 ;p.286),イモの小さかった集中採

集･初期農耕期には長期間かけてより大きな品種を固定する必要があった｡
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